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１．はじめに
住教育とは「住まいやまちで安全安心して暮らし
たいという思いや願いをかたちにし、住まいを文化
としていとおしむ価値観を育て、住生活や住環境を
より豊かに威力的につくりあげていくための教育」
とされる?。人と住まい、住まいの空間と構成、住ま
いと社会、住まいと環境などが含まれ、その内容は
多様であり、さまざまな取り組みが行われている?。
なかでも、地域に住む子どもたちが、生活してい
る地域について学び、再認識すること、そして地域
に見られる知恵や工夫に共感する地域学習は、住環
境を維持していくうえで非常に大切であると考えて
いる。子どもたちが遊びを通して地域について理解
するために適したものとしては、絵本やかるたをは
じめとするカード遊びなどがあげられる。かるたと
同様に子どもも大人も一緒に使えるという点では地
域の特徴を絵柄にした郷土トランプも有効と考えら
れる。トランプはかるたと違って読み札がない分、
より小さな子どもでも遊ぶことができる。さらに世
代や国を超えて遊べるため、外国の人たちにアピー
ルすることができる?。
本研究では群馬をテーマとして 1991年から作成
している創作絵本づくりとそれを用いた住教育の可
能性について論じたい。
田中研究室では、「かいこのえほん」（1991）に始
まり、2012年現在、群馬に関わるテーマを扱った創
作絵本を 24冊作成している（表 1）。いずれも群馬の
特徴について子どもたちに分かりやすく伝える絵本
を作成すること、その活動を通して作成する大学生
が地域について理解し、地域へ愛着をもつことをね
らいとしている。
テーマは学生が決めて、2～ 4人程度のグループ
で作成している。半期の授業期間で完成するように
授業を組んでいる。完成までのプロセスは、1．テー
マを設定する、2．テーマについて調べてまとめる、
現地取材を行なう、3．絵本の構成を考える、4．外
部講師による関連テーマについての講演、5．絵本の
237群馬大学教育学部紀要 芸術・技術・体育・生活科学編 第 48巻 237―246頁 2013
制作、6．絵本発表会と絵本編集者からの講評、7．
講評をふまえた修正ののち印刷する、である。
作成した絵本を子どもたちに読み聞かせたとこ
ろ、楽しみながら地域性について理解できることが
明らかになっている?。また、群馬県では、地域ボラ
ンティアによる読み聞かせが盛んに行われてい
る?。絵本ボランティアの方々との話し合いを通し
て、地域のことを扱った絵本が少ないこと、そして
地域に伝わる民話などをもとにした絵本のニーズが
非常に高いことが分かった。さらに、小学校学習指
導要領の改訂に伴い、伝統や文化に関する教育の充
実や言語活動の充実などが重要視され、教材開発が
課題となっている?。
こうした課題をふまえ、群馬をテーマとした創作
絵本の作成だけでなく、民話に基づく絵本の作成、
方言を活用した絵本の作成など活動を広げてきてい
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表１ 群馬をテーマとした創作絵本
タイトル 内 容 種類 頁数 発行年
1 かいこのえほん 群馬で盛んに行われていた養蚕について 創作 16  1999
 
2 どらねこどん太と大きなおうち 群馬の養蚕住宅の特徴について 創作 16  2003
 
3 湯太 地蔵の湯へ行く
草津温泉の共同浴場は、地元の人たちの維持管
理によって守られていることについて 創作 16  2008
 
4 太郎くんの社会科見学
江戸時代の町並みが残る中山道坂本宿と碓氷関
所について 創作 16  2008
 
5 ピュー太はわるい子？
群馬県のからっ風をはじめ日本や海外における
生活と風との関わり方について 創作 16  2008
 
6
君と走る未来～群馬の車社会 昔と
今～
太田市にある軍事工場の技術が戦後に平和利用
されていく様子について 創作 16  2009
 
7
ちいちゃん 和算に出会う～日本に
古くから伝わる算数～
和算の大家である関孝和の紹介と和算がどうい
うものであるかの紹介 創作 16  2009 
8 やきまんじゅうのお話 群馬の郷土食であるやきまんじゅうについて 創作 16  2009
 
9
うちのママ最強伝説～カカア天下っ
てなんだろう？～
かかあ天下のいわれと群馬で盛んであった養蚕
について 創作 16  2009
 
10
まーくんの大冒険～庚申ってなん
だ⁉～
庚申祭りとはどんなものだったのか、今はどう
なっているか 創作 16  2010
 
11
レーモンド ストーリー～世界的建
築家が群馬にもたらしたもの～
アントニン・レーモンドの人生と群馬に残る建
築作品について 創作 16  2010 
12 宇宙人の富岡旅日記 日本で最初の官営富岡製糸場についての紹介 創作 16  2010
 
13 百万遍トラベラー
群馬県内の各地に残る百万遍の行事、そのいわ
れなど 創作 16  2010
 
14
ぼくらをみまもるかんのんさま～高
崎白衣観音～
高崎白衣観音について、その建設過程や現代の
様子 創作 16  2010
 
15 どーん～群馬の雷～
ぐんまは夏に雷が多いが、冬に多い地域もある。
雷発生のしくみや雷電神社などについて 創作 16  2010
 
16 ぐんまのいちご やよいひめ
いちごの歴史や栽培方法、群馬県のオリジナル
ブランドやよいひめについて 創作 16  2011 
17 あさまのいたずら 天明 3年の浅間山の噴火とその後について 創作 16  2011
 
18 ししのおどり
安中市下後閑の威徳神社に伝わる獅子舞につい
て 創作 16  2011 
19 前橋のバラ 前橋市の花であるバラについて 創作 16  2012
 
20 赤城山のヒメギフチョウ
赤城山山麓に生息するヒメギフチョウとその保
護活動について 創作 16  2012 
21 ぐんまのおいしいものコンテスト 群馬県を代表する農畜産物についての紹介 創作 16  2012
 
22 花にのせた富弘さんの想い 群馬県を代表する詩画作家星野富弘氏について 創作 16  2012
 
23 王わたりのお話 前橋にある「大渡」という地名のいわれ 民話 8  2012
 
24 赤城のへっぷり鬼
からっ風と赤城の大沼、小沼ができたいわれに
ついて 民話 8  2012
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る。
本研究では、地域に語り継がれている民話を題材
にして、子どもたちが自分たちの住んでいる地域に
関心を向けるきっかけとなるような民話絵本を作成
した。そして、子どもたちに作成した民話絵本の読
み聞かせを行い、自分たちが暮らしている地域への
関心の高まりや、地域文化の継承、教材としての可
能性について考察することを目的とする。
２．研究の方法
子どもたちへの読み聞かせについての実状を把握
するために、地域文化の伝統を尊重している前橋市
立勝山小学校（総社町）の読み聞かせ活動に参加し
た。活動に関わる中で、方言で書かれた絵本への需
要があることが分かった。そこで、勝山小学校周辺
の地域に伝わる民話を題材にして、地域の方言を用
いた民話絵本を作成した。勝山小学校 1年生 48人、
2年生 58人、3年生 48人を対象に、作成した民話絵
本の読み聞かせを行い、読み聞かせの前後でアン
ケート調査を行った?。
３．創作絵本について
3-1 絵本の作成
勝山小学校の周辺地域についてまとめられた郷土
資料集?には、地域に語り継がれてきた 20の民話が
掲載されている（表 2）。そこで、子どもたちに身近
な 2つの話を取り上げて、各 8ページの絵本を作成
した。
3-2 創作絵本の内容
⑴ ?王わたりのお話」
勝山小学校に近い、「大渡町」の地名にまつわる話。
大昔、上野国を治めていた王様が、乙女に恋をして、
乙女に会いに行くために舟で利根川を渡っていたの
で、「王渡り」と呼ばれるようになったという内容で
ある（図 1）。
⑵ ?赤城のへっぷり鬼」
昔、赤城山にたくさんの鬼が住んでいて、秋祭り
の日に相撲大会を開いて、山で一番強い鬼を決める
習わしがあった。中でも強い赤鬼と青鬼は、一番に
なろうと山芋をたくさん食べて力をつけたので、大
一番で力を入れたときにおならが吹き出してしまっ
た。二匹のすごいおならは、からっ風となり、空高
く吹き飛ばされた二匹が落っこちて開けた穴が、大
沼と小沼になったという内容である（図 2）。
「王わたりのお話」は、和紙を使って、昔話の雰
囲気を醸し出すようにした。また、登場人物の顔を
描かないことで、表情や気持ちを自由に思い浮かべ
られるようにした。
「赤城のへっぷり鬼」は、水彩絵の具を用いて、
赤城山の自然や季節感を表現した。また、鬼を親し
みのもてるようなキャラクターに描いた。
さらに、勝山小学校の周辺地域で生まれ育った 70
代～80代の高齢者の方々（8人）に、絵本の文章を
よく使う方言に指導していただいた。
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表２ 研究紀要に掲載されている民話
・きつねにばかされた話
・きつねを生けどりにした話
・血の池地獄
・剣士福島父子
・力もちの鶴さん
・元景寺の石門
・王渡りの話
・三十三枚田
・赤城のへっぷり鬼
・天狗岩用水
・愛宕山古墳と八綱田王
・二子山古墳と豊城入彦命
・上毛野田道の話
・那波八郎大明神
・前橋城とお虎が渕
・橘山の由来
・碓氷峠の熊野神社と八咫烏
・赤城山と日光山との神戦
・木部姫と榛名湖の主
・一モッコ山の由来
前橋市立勝山小学校（1978，1979）「研究紀要第 3集」「研究紀要
第 4集」より作成
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図１ 王わたりのお話（その 1)
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図１ 王わたりのお話（その 2)
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図２ 赤城のへっぷり鬼（その 1)
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図２ 赤城のへっぷり鬼（その 2)
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４．絵本の読み聞かせ
4-1 読み聞かせの概要
民話絵本の読み聞かせは、2012年 1月 17日に、勝
山小学校 1～ 3年生 7学級で一斉に行った。
読み手は、各学年 1組は読み聞かせボランティア
の方（3人）、2、3組は群馬大学生（4人）が担当し
た。
民話絵本の読み聞かせ前に、通常の読み聞かせに
関する事前アンケートを行い、読み聞かせ後に、民
話絵本の読み聞かせに関する事後アンケートを行っ
た。1年生については、記述による回答が難しいとい
うことで、事前アンケートのみ、別の日に、担任の
先生によって挙手によるアンケートを行ってもらっ
た（表 3）。
4-2 アンケート結果の分析
⑴ 通常の読み聞かせについて
勝山小学校では、児童の保護者や地域に住んでい
る読み聞かせボランティア（13人）が、毎月最終金
曜日の朝の時間に、全学級で読み聞かせを行ってい
る。
読み聞かせの本をおもしろいと思っている児童は
3年生（100％）、1年生（96％）、2年生（93％）の順
に多かった。3年生は、読み聞かせの本や同じシリー
ズの本をもう一度読んだり（87％）、読み聞かせにつ
いて友だちや家族に話したりしている児童が多い
（90％）ことからも、読み聞かせが好きで、読書に
表３ 読み聞かせ事前・事後の質問に対する回答
質問項目に対する回答 1年生 2年生 3年生
1．1週間に読む本の数（平均） 3.1冊 5.8冊 7.1冊
2．読み聞かせの本がおもしろい 96％ 93％ 100％
事
前
3．読み聞かせの本や同じシリーズの本を後でも
う一度読む
48％ 69％ 87％
4．読み聞かせついて友だちや家族に話す 68％ 66％ 90％
5．学校での読み聞かせについて?
1．今までに自分たちの地域に伝わる昔話を聞い
たことがあるか
40％ 50％ 38％
2．自分たちの地域に伝わる昔話がおもしろかっ
た
90％ 91％ 96％
3．この民話絵本を読みたい 94％ 86％ 92％
4．他の昔話を読んでみたい 92％ 86％ 98％
5．この民話絵本について友だちや家族に伝えた
い
73％ 76％ 94％
6．いつもの話し方と読み聞かせの語り方がちが
うと思った
71％ 91％ 92％
事
後
7．どうして「大渡」といわれるようになったか
分かった?
27％ 60％ 29％
8．王様が来なくなり、乙女がどんな気持ちだっ
たか共感できた?
75％ 97％ 73％
9．からっ風や大沼・小沼はどうやってできたか
分かった?
33％ 74％ 50％
10．赤鬼と青鬼のおならはどんなおならだったか
想像できた?
67％ 97％ 90％
11．地域に語り継がれてきた他の昔話をどうした
いか
1．よみきかせ
2．絵本作り
1．劇にする
2．よみきかせ、
マンガ
1．劇にする
2．よみきかせ、
紙芝居作り
12．民話絵本について? （回答略） （回答略） （回答略）
＊印…自由記述、7～10については、自由記述をもとに集計した。
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発展していることが分かる。
1週間に読む本の数の平均は、1年生 3.1冊、2年
生 5.8冊、3年生 7.1冊で、学年が上がると読書数が
増えることが分かる。
⑵ 民話絵本の読み聞かせについて
今までに自分たちの地域に伝わる民話を聞いたこ
とのある児童は、全体の約 4割であった。民話絵本
の読み聞かせをしたことで、多くの児童が自分の地
域に語り継がれてきた民話を知る機会をもつことが
できた。
「王わたりのお話」を聞いて、王様が来なくなっ
たときの乙女の気持ちを捉えることができた児童
は、全体の 82％で、中には「乙女が泣いていた」と
いった絵本には描かれていない様子を思い浮かべて
いる回答もみられた。登場人物に対して共感する心
をもてたことが分かる。
「赤城のへっぷり鬼」では、全体の 85％の児童か
ら、自分なりに想像した鬼のおならについての回答
がみられた。中には、「くさい」（25％）や「プー」
といった擬声語（15％）の回答もあり、視覚的なイ
メージだけではなく、臭いや音を想像している児童
もいた。
方言について気付いた児童は、3年生（92％）、2年
生（91％）で多く、1年生（71％）の順であった。特
に多かった 2年 1組（90％）、2年 2組（100％）、3年
2組（100％）については、民話絵本を「とてもおも
しろい」と思った児童が他の学級よりも多く（各学
級 76％，95％，71％）、語り口調の違いに興味をもっ
たことも考えられる。
通常の読み聞かせの本や同じシリーズの本を、「い
つも」または「ときどき」もう一度読んでいる児童
は、1年生 48％、2年生 69％、3年生 87％であった。
それに対して、民話絵本をもう一度読みたいと
思った児童は、全学年で高く、他の昔話を読みたい
と思った児童も、全学年で高かった。
とくに 3年生は、他の民話を読みたい児童（98％）、
民話絵本について伝えたいと思った児童（94％）が
多いことから、地域への関心が高いことが分かる。
さらに、読書数の少ない 1年生も、民話絵本を読み
たいという回答が多く（94％）、読書意欲へつながる
効果があると考えられる。
地域に伝わる他の民話を「読み聞かせしてほしい」
児童は全学年で多く（55％）、とくに 1年生が多かっ
た（63％）。2・3年生では「劇にして見せたい」が最
も多く（2年生 64％，3年生 52％）、受信するだけで
はなく、発信していこうとする想いもみられた。
５．結 論
本研究を通して、以下のことが明らかになった。
1．地域に伝わる民話を題材にした創作絵本は、教
材としてみた場合、言語に対する感覚や想像力と
いった言葉の力、登場人物に共感する豊かな心を
育て、読書への意欲をもたせるものとして有効で
ある。
2．それぞれの地域に古くから語り継がれてきた民
話が多く存在している。語りという形での民話の
継承が困難になるなか、子どもたちに親しまれて
いる絵本という形にすることは、地域の民話を後
世に伝えていくひとつの方法として有効だと考え
る。
3．地域に伝わる民話をもとにした創作絵本を見
て、地域に伝わる同様の民話を読み聞かせしてほ
しいという感想は、全学年を通して高く子どもた
ちが自分たちの地域に興味をもつことができる
きっかけとなったことが分かる。
4．さらに、地域に伝わる民話を自分たちで劇にし
てみたい、絵本や紙芝居にしてみたいという、発
信型の意見も多くみられた。総合学習をはじめ地
域学習を深めていくことにより、地域の良さを知
るだけでなく、地域の将来を身近なこととしてと
らえ、地域のかかえる課題について考えて行くこ
とができると考えられる。
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創作絵本づくりの活動については、2008～2012年まで群馬
県建築住宅課および群馬県住宅供給公社の協力を得ました。
充実した住教育活動ができたことを感謝致します。
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